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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

昨 年 ４ 月 ７ 日 、新 型コ ロナ ウ イ ル ス 感 染拡 大 にと も な い 東 京 をは じ め７ 都 府 県 に 、同 １ ６日 に日 本 全

国 に 緊 急 事 態 宣言 が 発令 さ れ て 研 究 への 取 組は 大 幅 に 変 更 せざ る を得 な か っ た 。  

「 研 究 の 目 的 」は 、端 的に「 教 科 教 育 と道 徳 教 育の 乖 離 を 解 消 すべ き 実践 的 な 指 導 法 の開 発 」であ る 。

そ の 手 立 て と して 、「 研究 実 施 計 画 ・ 方法 」 に記 載 し た 「 先 進校 調 査及 び 研 究 者 、 実践 者 との 交 流 」

と「 多 様 な指 導 法 開 発の 実 践 、省察 」は、前 者は 都 外 地 域 へ の移 動 制限 の た め 、後 者 は 学 校事 情 に よ

る こ と か ら 取 組が 進 んで い な い 状 態 であ る 。し か し 、秋田 県 、愛 知県 、山 梨 県、岡 山県 、香 川 県 、愛

媛 県 在 住 の 研 究者 及 び実 践 者 と Zoom に よ る 意見 交 換 を 十 数 回実 施 しし て 、「 研 究 の 目的 」に合 致 す る

研 究 を 進 め る とと も に、 文 献 研 究 等 によ り 研究 を 進 め 、 現 在ま で の研 究 の ま と め は次 の ３点 で あ る 。 

 

（ １ ） そ も そ も「 道 徳教 育 」 は 必 要 か？  

「 研 究 の 目 的」は「教 科教 育 と 道 徳 教 育の 乖 離を 解 消 す べ き 実践 的 な指 導 法 の 開 発」で あ るが 、Zoom

で の 意 見 交 換 の過 程 で 、「 道 徳 教 育 」 の必 要 性に 議 論 が 及 ん だ。 計 画上 、 思 い も よ らぬ 展 開と な り 、

こ の 根 源 的 な 「問 い 」に 、 先 哲 の 思 想を 確 認す る こ と が 必 要と 考 えた 。 プ ラ ト ン 、カ ン ト、 ル ソ ー 、

西 田 幾 多 郎 な どの 著 作の 一 部 を 繙 き 研究 を 進め 、 今 ま で 自 明と 考 えて い た こ と に つい て 省察 し た 。  

 

（ ２ ） 教 科 教 育の 改 善と 道 徳 教 育  
「 教 科 教 育 の 授業 改 善は 進 ん で い る のか 」との「 問 い 」を 立 て 、考 究し た 。平 成 元 年 以来 、４ 回 の 改

訂 で 学 習 指 導 要領 が 示し た キ ー ワ ー ドは 、 「新 し い 学 力 観 」「 習 得と 活 用 」 「 言 語活 動 」「 主 体 的 ・

対 話 的 、深い 学 び」と授 業 改 善 の 視 点が 示 され た 。「 授業 」を構 造的 に と ら え る と、「 授業 」は、基

礎 的・基 本 的な 知 識 や技 能 を 教 師 が 教え る「教 授 活 動 」と、そ れら を活 用 し て 課 題 を子 ど もた ち が 解

決 す る「 学習 活 動」で構 成 さ れ て い る、と いう 考 え 方 が あ る。こ れを 踏 ま え る と、学 習 指導 要 領 が 指

し 示 し て い る のは 、特に 、「 学 習 活動 」の改 善を 求 め て い る こと が わか る 。子 ど もた ち 一 人一 人 が 自

ら「 知 識 」を構 造 化 、体 系 化 す る 、と い う こと が 求 め ら れ てい る 。「 知 識 」を「知 恵 」とし て 内 面 化

す る こ と で あ る。「 真に 知 識 を 得 る」こ と や、「 森 羅 万象 の 摂 理 を理 解 す る 」こ と で、その こ と そ の

も の が 、 子 ど も（ 子 ども だ け で な く 成人 ） の行 動 規 範 と な りう る のか 、 と い う 議 論に 至 る。  

 
（ ３ ） 多 様 な 指導 法 の開 発 の 方 向 性  
（ １ ）と（ ２ ）か ら「そも そ も 、何 が 善 いこ とで 何 が 悪 い こ とな の かな ど 、本 当 に 決 める こと が で き

る の か ？ 」と い う反 問 に至 り 、「 そ も そ も善 い とは な に か ？ 」と いう「 問い 」が 大 切 な の では な いか 。

子 ど も の 発 達 段階 に もよ る が 、子 ど もと 教 師 がと も に「 問 い 」を 立 て て、意 見 を や り 取り す る こと で 、

「 道 徳 性 」は 育 まれ るの で は な い か 。この「そ も そ も ？ 」と 考え る学 問 分 野 と し て「メ タ倫 理 学 」が

あ る 。膨 大 な 学 問 的 な蓄 積 も あ る 。指 導 法 の開 発 に お い て は 、 ICT の 活 用 、教 材 活 用 や 学 習形 態 の 工

夫 、読 み 物 教材 の 開 発な ど 調 査 の 結 果、具 体の 手 立 て は 得 るこ と がで き た 。し かし 、指導 法の 開 発 の

根 幹 は 、 子 ど もが 額 に汗 し て 考 え る 、「 問 い」 の 内 容 で あ り、 そ れら は 、 教 師 が 示す 場 合も あ る が 、

子 ど も 自 身 が 「問 い 」を 立 て る 場 合 もあ る 。こ の 点 に つ い てさ ら に研 究 を 進 め た い。  
 
以 上 、 （ １ ） から （ ３） の 内 容 は 十 分な も ので は な く 、 次 年度 以 降、 継 続 し て 研 究す る 予定 で あ る 。 
 

【研究成果発表方法】 
（ １ ） の 内 容 につ い ては 、『 道 徳 教 育 論』（ 学文 社 ）（ ９ 月 刊 行予 定 ）の 第 １ 章 「 道 徳と 道 徳教 育 」 の

原 稿 と し て ま とめ 発 表、発 刊 の 予 定 で あ る 。さら に 、日 本 道 徳 教 育学会 自 由 研 究 発 表に て その 概 要 を

発 表 す る 予 定 であ る（ 令和 ３ 年 ６ 月 、オ ン ラ イン）。（ ２ ）の 研 究 の 一 端 は、日 本 道 徳 教 育 方 法 学会（ 昨

年 ６ 月 ） の 自 由課 題 研究 発 表 （ 発 表 資料 代 替 ）、 日 本 道 徳 教 育学 会 (同１ １ 月 )の 自 由 研究 発 表（ オ ン

ラ イ ン 開 催 ） にて 発 表し た 。（ ３ ） の 研究 の 一端 は 、 日 本 道 徳教 育 方法 学 会 （ 令 和 ３年 ６ 月） の 自 由

課 題 研 究 発 表（ オ ン ライ ン 開 催 予 定）で 口 頭発 表 す る 予 定 であ る 。以 後 、研 究 を継 続 し て論 文 に ま と

め る 予 定 で あ る。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


